
【空知南西部支所：地域係】

課題番号14

土地利用型作物導入による生産基盤の向上

～ 輪作で築く持続可能な長沼農業 ～

対象：長沼町25区（９戸）

１ 活動の背景

２ 活動の経過

新規作物（子実用とうもろこし）の生産性向上

新規作付けの２戸を対
象とした。収量確保に
向けて、基本技術の励
行を推進した。地温
10℃以上のは種に向
けて、ＪＡの情報ツー
ルを利用して町内４地
点の地温を全戸に発信
した。

・心土破砕深20cm以上
・耕起深10cm以上
・は種深度5cm
・地温10℃以上でのは種
・草種に応じた除草

基本技術項目

水稲乾田直播栽培の実証と普及

乾田直播を実施して
いる Ｃ氏に対して
技術支援を行った。
乾田直播に関心のあ
る農業者を対象に先
進地視察、情報交換
会を実施し、波及を
図った。

Ｃ氏と作業計画を打合せ 乾田直播の情報交換会
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５月上旬から
地温10℃以上で経過

大豆の収量改善

大豆と間作小麦の交互作

地域の概要

子実用とうもろこしの先進地

粘質土壌で透排水性が不良

基盤整備後の水稲が不安定
子実用とうもろこし

の導入推進

基盤整備後水稲

の収量安定
近年は大豆収量が低下

長沼型輪作体系の確立
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３ 成果の具体的内容

４ 今後の課題と対応

新規作物（子実用とうもろこし）の生産性向上

基本技術実施戸数（目標４戸→実績４戸）

①４戸とも基本技術を実施し、
出芽率は約９割、新規２戸も生
育量を確保。

②新規２戸は地域平均並の収量
を確保（ＪＡ出荷実績）。

Ｉ氏の声

広葉雑草が多いほ場だ
から、除草剤の茎葉処
理剤は２回やったよ。
前作で多かったツユク
サは抑えられたよ。

水稲乾田直播栽培の実証と普及

適正なは種床作りによる苗立本数150本/㎡以上確保農家戸数（目標１戸→実績１戸）

現地研修会参加戸数（目標５戸→実績３戸）

②管内平均以上の収量を確保。

③技術に優れた南幌町の農業士２名を先進
地視察。ＪＡ米作研究会と連携し、21名
（うち重点３名）が参加。

・新規作物（子実とうもろこし）の生産性向上：長沼型輪作体系の有効性実証に向け
て、後作の雑草発生程度等を調査

・水稲乾田直播栽培の実証と普及：新たに取り組む農業者を中心に支援を継続

※１ 計画は５月３～５日 ※２ 「そらゆたか」のは種量
※３ ２cm未満の土塊重量割合

①は種床作りを適正に実施し、苗立本数を確保。

Ａ氏の声
実際にほ場を見て勉強になったし、次年度
取り組む乾田直播へのやる気につながった

Ｃ氏の声
は種前のほ場作りが重要だと再認識した

Ｃ氏
管内

乾直平均
管内

移植作況

穂数
(本/㎡)

730 694 612

一穂籾数
(粒)

49.2 47.4 60.3

総籾数
(粒/㎡)

35,916 33,066 36,683

精玄米重
(kg/10a)

574 540 601

項目 評価 実績 評価基準

均平・鎮圧 ○
実施

(鎮圧はは種前後）
実施or未実施

は種日※１ △ 5月11日 5月上旬

は種量※2 ○ 11kg/10a 10～12kg/10a

砕土率※3 ○ 77% 70%以上

苗立本数 ○ 204本/㎡ 150本/㎡以上
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